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(57)【要約】
【課題】耐引っかき性及び搬送性に優れ、かつ、糊接着
性が向上した熱転写受像シートを提供する。
【解決手段】基材シートの一方の面に染料受容層を有し
、前記基材シートの染料受容層と反対側の面に裏面層を
有する熱転写受像シートであって、
前記裏面層は、ＪＩＳ　Ｋ６２５３（２００６年）「加
硫ゴム及び熱可塑性ゴム－硬さの求め方」に準拠したタ
イプＥデュロメータ硬さ試験にて測定した硬度がＥ６５
～Ｅ９５であり、かつ、ガラス転移温度が０～４０℃で
ある変性スチレンブタジエンゴム系ラテックスをバイン
ダー樹脂として含有することを特徴とする熱転写受像シ
ート。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
基材シートの一方の面に染料受容層を有し、前記基材シートの染料受容層と反対側の面に
裏面層を有する熱転写受像シートであって、
前記裏面層は、ＪＩＳ　Ｋ６２５３（２００６年）「加硫ゴム及び熱可塑性ゴム－硬さの
求め方」に準拠したタイプＥデュロメータ硬さ試験にて測定した硬度がＥ６５～Ｅ９５で
あり、かつ、ガラス転移温度が０～４０℃である変性スチレンブタジエンゴム系ラテック
スをバインダー樹脂として含有する
ことを特徴とする熱転写受像シート。
【請求項２】
裏面層は、更にポリエチレンワックス及び／又はアニオン系ポリスチレン樹脂を含有する
請求項１記載の熱転写受像シート。
【請求項３】
ポリエチレンワックスの含有量は、バインダー樹脂１００質量部に対して１０～４００質
量部である請求項２記載の熱転写受像シート。
【請求項４】
アニオン系ポリスチレン樹脂の含有量は、バインダー樹脂１００質量部に対して１０～２
００質量部である請求項２又は３記載の熱転写受像シート。
【請求項５】
基材シートと裏面層との間に、更に中間層を有する請求項１、２、３又は４記載の熱転写
受像シート。
　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、熱転写受像シートに関する。
【背景技術】
【０００２】
熱転写を利用した画像の形成方法として、記録材としての熱拡散型染料（昇華型染料）を
プラスチックフィルム等の基材シート上に担持させた熱転写シートと、紙やプラスチック
フィルム等の別の基材シート上に該染料受容層を設けた熱転写受像シートとを互いに重ね
合わせてフルカラー画像を形成する熱拡散型転写方式（昇華型熱転写方式）が知られてい
る。
【０００３】
熱拡散型転写方式における画像形成は、インクジェットプリンタ等の記録装置を用いて行
われる。このような記録装置として、例えば、記録用紙に画像を記録する記録部と、該記
録部に該記録用紙を送る紙送りローラとを備えた装置が挙げられる。
このような紙送りローラを備えた装置を用いた画像形成では、記録用紙と記録装置内部と
の接触により、該記録用紙に搬送方向と逆方向にバックテンションがかかるため、搬送ム
ラが生じることがある。このような搬送ムラは、スリップ、重ね送り、給紙不良等を引き
起こし、その結果、記録用紙の紙送り量やインクの付着位置にズレが生じ、画像に乱れが
生じてしまう。
【０００４】
搬送性に優れた熱転写受像シートとして、例えば、
（１）特定の反応性水酸基を有する熱可塑性樹脂とキレート化合物との反応物を主成分と
する組成物で構成された染料非受容層（裏面層ともいう）を設けたシート（例えば、特許
文献１）、
（２）ポリウレタン、スチレンブタジエンゴム、ポリイソプレン及びポリブタジエンより
なる群から選択される１種の樹脂と、アルミナ等の無機粒子及び該無機粒子の結着剤を含
有する裏面層を設けたシート（例えば、特許文献２）
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が提案されている。
【０００５】
ところで、昇華型熱転写方式による画像形成は、近年、デジタルカメラ等のデジタルデー
タからカラー画像を作成する用途に用いられており、その需要は年々高まっている。この
ことから、熱転写受像シートとして、該用途に適した特徴、例えば、銀塩カラーペーパー
と同等の高い表面光沢とコシとを有すること、糊接着性が良いこと、価格が低いことが求
められている。更に、該用途では、特に高速でプリントできるよう、耐熱性が良く、感度
に優れた熱転写受像シートが求められている。
【０００６】
価格が低く染料受容層側の光沢性を損なわない熱転写受像シートの裏面側の処方として、
特定の弾性率を示す裏面樹脂シートと、無機化合物又は有機化合物からなる微粒子とバイ
ンダー樹脂とを含有するバックコート層を有する熱転写受像シート（例えば、特許文献３
）が提案されている。しかしながら、この熱転写受像シートは、搬送性が充分でなく、摩
擦や引っかき等により樹脂膜の剥がれ、筆記性に劣るといった問題もあった。
【特許文献１】特開平７－８９２４６号公報
【特許文献２】特開２００７－１０７１４１号公報
【特許文献３】特開２０００－１８５４７６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
本発明の目的は、上記現状に鑑み、耐引っかき性及び搬送性に優れ、かつ、糊接着性が向
上した熱転写受像シートを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
本発明は、基材シートの一方の面に染料受容層を有し、上記基材シートの染料受容層と反
対側の面に裏面層を有する熱転写受像シートであって、上記裏面層は、ＪＩＳ　Ｋ６２５
３（２００６年）「加硫ゴム及び熱可塑性ゴム－硬さの求め方」に準拠したタイプＥデュ
ロメータ硬さ試験にて測定した硬度がＥ６５～Ｅ９５であり、かつ、ガラス転移温度が０
～４０℃である変性スチレンブタジエンゴム系ラテックスをバインダー樹脂として含有す
ることを特徴とする熱転写受像シートである。
上記裏面層は、更にポリエチレンワックス及び／又はアニオン系ポリスチレン樹脂を含有
することが好ましい。
上記ポリエチレンワックスの含有量は、バインダー樹脂１００質量部に対して１０～４０
０質量部であることが好ましい。
上記アニオン系ポリスチレン樹脂の含有量は、バインダー樹脂１００質量部に対して１０
～２００質量部であることが好ましい。
本発明の熱転写受像シートは、基材シートと裏面層との間に、更に中間層を有することが
好ましい。
以下に、本発明を詳細に説明する。
【０００９】
本発明は、基材シートの一方の面に染料受容層を有し、上記基材シートの染料受容層と反
対側の面に裏面層を有する熱転写受像シートであって、上記裏面層は、ＪＩＳ　Ｋ６２５
３（２００６年）「加硫ゴム及び熱可塑性ゴム－硬さの求め方」に準拠したタイプＥデュ
ロメータ硬さ試験にて測定した硬度がＥ６５～Ｅ９５であり、かつ、ガラス転移温度が０
～４０℃である変性スチレンブタジエンゴム（変性ＳＢＲ）系ラテックスをバインダー樹
脂として含有することを特徴とする熱転写受像シートである。このため、本発明の熱転写
受像シートは、耐引っかき性及び搬送性に優れ、かつ、糊接着性が向上したものである。
また、本発明によれば、筆記性も実用上問題ない熱転写受像シートとすることができる。
【００１０】
本発明の熱転写受像シートの一例を、模式的断面構成図として図１に示す。
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図１に示すように、基材シート１は、その一方の面に染料受容層２が積層されており、染
料受容層２と反対側の面に、基材シート１側から順に中間層３と裏面層４とが積層されて
いる。なお、中間層３は、必要に応じて積層させるものである。
以下、本発明の熱転写受像シートを各層ごとに詳述する。
【００１１】
（裏面層）
本発明の熱転写受像シートにおける裏面層は、熱転写受像シートの搬送性の向上やカール
防止等のために設けられる層である。
上記裏面層は、ＪＩＳ　Ｋ６２５３（２００６年）「加硫ゴム及び熱可塑性ゴム－硬さの
求め方」に準拠したタイプＥデュロメータ硬さ試験にて測定した硬度がＥ６５～Ｅ９５で
あり、かつ、ガラス転移温度が０～４０℃である変性スチレンブタジエンゴム（変性ＳＢ
Ｒ）系ラテックスをバインダー樹脂として含有する。このような特定の硬度及びガラス転
移温度を有するバインダー樹脂を含有する裏面層を有することで、耐引っかき性及び搬送
性に優れ、糊接着性が向上した熱転写受像シートとすることができる。
【００１２】
上記裏面層のバインダー樹脂の硬度がＥ６５未満であると、べとつきが発生しやすくなり
、所望の耐引っかき性や搬送性が得られない。Ｅ９５を超えると、樹脂膜が硬く脆くなり
、基材シートとの接着性が弱くなり、所望の耐引っかき性が得られない。更には、剥離し
た樹脂片が濃度ムラや印画カスレ等の印画不良の原因となる。
上記硬度は、下限がＥ７５であることが好ましく、上限がＥ９３であることが好ましい。
【００１３】
上記裏面層のバインダー樹脂は、ガラス転移温度（Ｔｇ）が０～４０℃である。上記ガラ
ス転移温度が０℃未満であると、熱転写受像シートを重ねておいた場合やロール状態で保
管する際にブロッキングする。上記ガラス転移温度が４０℃を超えると、短時間での製膜
が困難となり、耐引っかき性が低下する。上記ガラス転移温度の好ましい下限は１０℃で
あり、好ましい上限は３０℃である。
なお、上記ガラス転移温度は、セイコー電子工業社製「ＤＳＣ２２０」を用いて、昇温速
度５℃／ｍｉｎ、－１２０℃～１５０℃の範囲で測定したデータから求めることができる
。
【００１４】
上記裏面層のバインダー樹脂は、変性スチレンブタジエンゴム（変性ＳＢＲ）系ラテック
スである。
上記変性スチレンブタジエンゴム系ラテックスは、スチレンに由来する共重合単位の比率
が８０～９５％であり、ブタジエンに由来する共重合単位の比率が５～２０％であること
が好ましい。なお、上記共重合単位の比率は質量部を表す。
上記変性としては、上述の好ましい共重合組成からなるスチレンブタジエンゴムをカルボ
キシル基変性したものであることが好ましい。
【００１５】
上記裏面層のバインダー樹脂として使用することができる変性スチレンブタジエンゴム系
ラテックスの市販品としては、例えば、ＮｉｐｏｌＰＤＴ７６７６、ＮｉｐｏｌＰＤＴ７
６７８（商品名、日本ゼオン社製）、ＬＸ４０７Ｇ５１、ＬＸ４１５Ａ、ＬＸ４３８Ｃ、
ＬＸ４０７Ｆ８Ｂ、ＬＸ４３０（商品名、日本ゼオン社製）、ＪＳＲ０６０２（商品名、
ＪＳＲ社製）等を挙げることができる。
【００１６】
上記裏面層は、ポリエチレンワックスを含有することが好ましい。
ポリエチレンワックスを含むことにより、離型性を向上させ、各シート間の摩擦を低減し
、シートの搬送性を良好にすることができる。
上記ポリエチレンワックスは、平均粒径が一般に２～１０μｍであることが好ましく、５
～１０μｍであることがより好ましい。
なお上記平均粒径は、コールターカウンター法により測定した値である。
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【００１７】
上記ポリエチレンワックスは、低分子量のものが好ましい。高分子量のポリエチレンワッ
クスでは軟化点が高くなり、また、本発明の熱転写受像シートを積層した場合、シート間
摩擦を下げる効果が低下することがある。
上記ポリエチレンワックスは、硬度が一般に０～３．０であることが好ましく、０～１．
０であることがより好ましい。なお、上記硬度は、ＪＩＳ　Ｋ　２２０７で規定される針
入度法硬度である。
上記ポリエチレンワックスは、軟化点が一般に１００～１５０℃であることが好ましく、
１２５～１４０℃であることがより好ましい。
【００１８】
上記ポリエチレンワックスの市販品としては、例えば、ケミパールＷ１００、ケミパール
Ｗ３１０、ケミパールＷ３０８（いずれも、製品名、三井化学社製）等を挙げることがで
きる。
【００１９】
上記ポリエチレンワックスの含有量は、上記バインダー樹脂１００質量部に対して、１０
～４００質量部（固形分）であることが好ましい。１０質量部未満であると、裏面層の離
型性が不十分となったり、搬送性に欠くおそれがある。４００質量部をこえると、基材シ
ートとの接着性が劣るおそれがある。上記含有量は、下限が２０質量部であることがより
好ましく、上限が２００質量部であることがより好ましい。
【００２０】
上記裏面層は、アニオン系ポリスチレン樹脂を含むことが好ましい。
アニオン系ポリスチレン樹脂を含むことにより、熱転写受像シートに帯電防止性能を付与
することができる。
上記アニオン系ポリスチレン樹脂は、アニオン性の官能基を有するものであり、例えば、
スルホン酸基含有スチレン樹脂等を挙げることができる。
上記アニオン系ポリスチレン樹脂は、１種のみを用いてもよいし、２種以上を用いてもよ
い。
【００２１】
上記アニオン系ポリスチレン樹脂は、数平均分子量が好ましくは５０００～５万である。
なお、上記数平均分子量は、ゲルパーミエーションクロマトグラフィー（ＧＰＣ）により
測定した値である。
【００２２】
上記アニオン系ポリスチレン樹脂の市販品としては、例えば、ケミスタット６１２０（商
品名、三洋化成工業社製）等を挙げることができる。
【００２３】
上記アニオン系ポリスチレン樹脂の含有量は、上記バインダー樹脂１００質量部に対して
１０～２００質量部（固形分）であることが好ましい。１０質量部未満であると、帯電防
止性に優れたシートが得られないおそれがある。２００質量部を超えると、搬送性を阻害
するおそれがある。上記含有量は、下限が４０質量部であることがより好ましく、上限が
１００質量部であることがより好ましい。
【００２４】
上記裏面層は、本発明の特徴を損なわない範囲であれば、更に、その他の成分を含有して
いてもよい。
上記その他の成分としては、二酸化珪素や金属酸化物等の無機フィラー；アクリル系フィ
ラー、ポリアミド系フィラー、フッ素系フィラー等の有機フィラー；シリコーンオイル、
リン酸エステル系化合物、フッ素系化合物等の離型剤；等の、従来公知の添加剤を挙げる
ことができる。
【００２５】
上記裏面層を成形する方法としては、特に限定されないが、例えば、上記バインダー樹脂
、ポリエチレンワックス、アニオン系ポリスチレン樹脂、及び、必要に応じてその他の成
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分を含有する裏面層用塗工液を調製する工程と、基材シート又は後述の中間層の面上に該
塗工液を塗工し、乾燥する工程とからなる方法が挙げられる。
【００２６】
上記裏面層用塗工液は、従来公知の方法で調製することができる。
上記裏面層用塗工液の塗工方法は、特に限定されず、グラビアコート法、ロールコート法
、ブレードコート法、ナイフコート法、スプレーコート法等、公知のコーティング方式の
中から自由に選定できる。
上記裏面層用塗工液の塗工量は、乾燥状態で一般に０．２～１０．０ｇ／ｍ２であること
が好ましく、０．２～１．０ｇ／ｍ２であることがより好ましい。
上記乾燥は、一般に５０～１５０℃の温度で行うことができる。
【００２７】
（基材シート）
本発明の熱転写受像シートにおける基材シートは、一般に、紙類又はプラスチックフィル
ムから構成される。
上記紙類は、紙単体であってもよいし、加工紙であってもよく、例えば、上質紙、コート
紙、アート紙、キャストコート紙、板紙、樹脂エマルジョンや合成ゴムラテックス等の含
浸紙、合成樹脂内添紙が挙げられる。上記紙類は、各種プラスチックフィルムのラミネー
ト紙であってもよいし、ポリスチレン系合成紙やポリオレフィン系合成紙等の合成紙であ
ってもよい。
【００２８】
上記プラスチックフィルムとしては、ポリオレフィン系樹脂フィルム、硬質ポリ塩化ビニ
ルフィルム、ポリエステル系樹脂フィルム、ポリスチレンフィルム、ポリカーボネートフ
ィルム、ポリアクリロニトリルフィルム、ポリメタクリレートフィルム等が挙げられる。
上記プラスチックフィルムは、透明なフィルムであってもよいし、白色顔料や充填剤等を
加えて成膜した白色不透明フィルムや、発泡フィルムであってもよい。
上記プラスチックフィルムは、単独で使用してもよいし、上述のように紙類や互いに異な
るプラスチックフィルムと組み合わせた積層体として使用してもよい。
【００２９】
上記基材シートは、上記裏面層や後述する染料受容層を形成する際、必要に応じてコロナ
放電処理を行ったり、プライマー層や中間層を該基材シート上に設けたりすることができ
る。
【００３０】
基材シートの厚さは、一般に１０μｍ～４００μｍであることが好ましく、１００μｍ～
３００μｍであることがより好ましい。上記厚みが１０μｍ未満であると、コシが不充分
となることがあり、４００μｍを超えると紙詰まりの原因となることがある。
【００３１】
（染料受容層）
本発明の熱転写受像シートにおける染料受容層は、バインダー樹脂を主な構成成分とする
ものである。
上記染料受容層におけるバインダー樹脂としては、従来公知の熱転写受像シートに使用さ
れている公知のものであれば特に限定されず、例えば、以下の合成樹脂を使用することが
できる。
【００３２】
(イ) エステル結合を有する樹脂
ポリエステル樹脂、ポリアクリル酸エステル樹脂、ポリカーボネート樹脂、ポリ酢酸ビニ
ル樹脂、スチレンアクリレート樹脂、ビニルトルエンアクリレート樹脂等。
(ロ) ウレタン結合を有する樹脂
ポリウレタン樹脂等。
【００３３】
(ハ) アミド結合を有する樹脂
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ポリアミド樹脂等。
(ニ) 尿素結合を有する樹脂
尿素樹脂等。
(ホ) その他極性の高い結合を有する樹脂
ポリカプロラクトン樹脂、スチレン－無水マレイン酸樹脂、ポリ塩化ビニル樹脂、ポリア
クリロニトリル樹脂、塩化ビニル・酢酸ビニル共重合体、エチレン・酢酸ビニル共重合体
、ポリ塩化ビニリデン等のハロゲン化ポリマー、ポリ酢酸ビニル等。
【００３４】
上記合成樹脂は、共重合体であってもよく、２種以上併用することもできる。
【００３５】
上記染料受容層は、転写の際に重ね合わせる熱転写シートとの離型性を確保する点で、上
述のバインダー樹脂に加え、離型剤を含有させることが好ましい。
上記離型剤としては特に限定されず、例えば、シリコーンオイル、リン酸エステル系化合
物、フッ素系化合物等公知のものが挙げられるが、特に、シリコーンオイルが好ましい。
【００３６】
上記シリコーンオイルとしては、エポキシ変性シリコーンオイル、アルキル変性シリコー
ンオイル、アミノ変性シリコーンオイル、フッ素変性シリコーンオイル、フェニル変性シ
リコーンオイル、エポキシ・ポリエーテル変性シリコーンオイル、ビニル変性シリコーン
オイル、ハイドロジェン変性シリコーンオイル等の変性シリコーンオイルが好ましい。
【００３７】
上記離型剤は、上述のバインダー樹脂１００質量部に対して、０．５～３０質量部の範囲
内となるように添加されることが好ましい。０．５質量部より少ない場合、離型効果が不
充分となるおそれがあり、３０質量部を超えると、染料受容性が低下し、印画濃度が不充
分となるおそれがある。
【００３８】
上記染料受容層は、本発明の効果を損なわない範囲で、酸化防止剤、紫外線吸収剤、光安
定剤、フィラー、顔料、帯電防止剤、可塑剤、熱溶融性物質等、公知の添加剤を適宜配合
してなるものであってもよい。
【００３９】
上記染料受容層を形成する方法としては、上述のバインダー樹脂、必要に応じ離型剤や添
加剤を溶剤に添加し、混練することにより染料受容層用塗工液を製造する工程と、該染料
受容層用塗工液を上述の基材シートの上に塗工し、乾燥する工程とを含む方法が挙げられ
る。
【００４０】
上記染料受容層用塗工液は、固形分濃度が、一般に５質量％以上である。該固形分濃度の
上限は、高濃度になりすぎると保存安定性が低下し、粘度が上昇する場合があるので、一
般に５０質量％以下である。
【００４１】
上記溶剤としては、従来公知のものが使用でき、例えば、エタノール、プロパノール等の
アルコール類；メチルセロソルブ、エチルセロソルブ等のセロソルブ類；トルエン、キシ
レン、クロルベンゼン等の芳香族類；アセトン、メチルエチルケトン等のケトン類；酢酸
エチル、酢酸ブチル等のエステル系溶剤；テトラヒドロフラン、ジオキサン等のエーテル
類；クロロホルム、トリクロルエチレン等の塩素系溶剤；ジメチルホルムアミド、Ｎ－メ
チルピロリドン等の含窒素系溶剤；ジメチルスルホキシド；メチルエチルケトン、トルエ
ン、これらの混合物等の有機溶剤が挙げられる。
【００４２】
上記染料受容層用塗工液の塗工は、例えば、グラビア印刷法、スクリーン印刷法、グラビ
ア版を用いたリバースロールコーティング法等の従来公知の方法で行うことができる。
上記染料受容層用塗工液の塗工量は、一般に、乾燥状態で１．５～１５．０ｇ／ｍ２程度
であることが好ましく、１．５～６．０ｇ／ｍ２であることがより好ましい。
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上記染料受容層用塗工液の乾燥は、一般に５０～１５０℃の温度で行うとよい。
【００４３】
（中間層）
本発明の熱転写受像シートは、上記基材シートと上記裏面層との間に、中間層を備えてい
ることが好ましい。中間層を設けることにより、例えば、断熱性、クッション性、層間接
着性、帯電防止性等に優れたものとすることができる。
【００４４】
上記中間層を形成する樹脂としては、接着性樹脂を含むことが好ましい。
上記接着性樹脂としては、例えば、ポリウレタン樹脂、ポリエステル樹脂、ポリブタジエ
ン樹脂、ポリ（メタ）アクリル酸エステル樹脂、エポキシ樹脂、ポリアミド樹脂、ロジン
変性フェノール樹脂、テルペンフェノール樹脂、エチレン－酢酸ビニル共重合体樹脂、ポ
リオレフィン系樹脂、セルロース系樹脂等を挙げることができる。
本発明の熱転写受像シートにおいて、上記接着性樹脂としては、ポリウレタン樹脂、ポリ
エステル樹脂であることが好ましい。
【００４５】
上記中間層に、導電性無機フィラー、有機性導電剤の導電性物質を添加すると、帯電防止
性を向上させることができる。
上記中間層は、更に、層間接着性の点で、キシリレンジイソシアネート（ＸＤＩ）等のポ
リイソシアネート化合物を含有することが好ましい。
【００４６】
上記中間層の形成は、使用する樹脂の種類に応じて、従来公知の方法により行うことがで
きる。
上記中間層を塗工液から形成する場合、該塗工液の塗工量は、乾燥状態で一般に０．２～
２．０ｇ／ｍ２であり、好ましくは０．８～１．２ｇ／ｍ２である。
【００４７】
（その他）
本発明の熱転写受像シートは、上述の各層に加え、プライマー層、帯電防止層等のその他
の層を本発明の特徴を損なわない範囲で積層していてもよい。
例えば、基材シートと染料受容層との間や、裏面層と中間層との間等、上述の各層の間に
プライマー層を積層させると、層間接着性が向上する結果、感度を向上させることができ
る。上記帯電防止層は、染料受容層面もしくは裏面、または両面の最表面に設けることが
できる。
【００４８】
これらのその他の層について、組成や調製法としては特に限定されず、従来公知のもので
あればよい。
【００４９】
（画像形成）
本発明の熱転写受像シートは、熱移行性染料とバインダーとを含有する熱転写シートとを
重ね、上記熱移行性染料を熱移行させることにより画像を形成することができる。
【００５０】
上記熱転写シートは、染料層を基材シート上に設けたものであり、従来公知のものを用い
ることができる。
上記熱転写シートは、必要に応じ、耐熱滑性層を設けたものであってもよい。
【００５１】
上記染料層における熱移行性染料は、従来公知のものであれば特に限定されず、例えば、
ジアリールメタン系色素；トリアリールメタン系色素；チアゾール系色素；メロシアニン
系色素；ピラゾロンメチン等のメチン系色素；インドアニリン系色素；アセトフェノンア
ゾメチン、ピラゾロアゾメチン、イミダゾルアゾメチン、イミダゾアゾメチン、ピリドン
アゾメチン等のアゾメチン系色素；キサンテン系色素；オキサジン系色素；ジシアノスチ
レン、トリシアノスチレン等のシアノメチレン系色素；チアジン系色素；アジン系色素；
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アクリジン系色素；ベンゼンアゾ系色素；ピリドンアゾ、チオフェンアゾ、イソチアゾー
ルアゾ、ピロールアゾ、ピラールアゾ、イミダゾールアゾ、チアジアゾールアゾ、トリア
ゾールアゾ、ジズアゾ等のアゾ系色素；スピロピラン系色素；インドリノスピロピラン系
色素；フルオラン系色素；ローダミンラクタム系色素；ナフトキノン系色素；アントラキ
ノン系色素；キノフタロン系色素等が挙げられる。
【００５２】
上記染料層におけるバインダーとしては、特に限定されず、従来公知の樹脂バインダーを
使用することができる。
上記樹脂バインダーとしては、例えば、メチルセルロース、エチルセルロース、ヒドロキ
シエチルセルロース、エチルヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロー
ス、酢酸セルロース、酪酸セルロース等のセルロース系樹脂；ポリビニルアルコール、ポ
リ酢酸ビニル、ポリビニルブチラール、ポリビニルアセタール、ポリビニルピロリドン、
ポリアクリルアミド等のビニル系樹脂；ポリエステル系樹脂；フェノキシ樹脂；等が好ま
しい。
【００５３】
上記染料層は、イエロー、マゼンタ、シアンの何れか１色又は２色の染料の層のみであっ
てもよいし、各色の層を全て備えたものであってもよいし、必要に応じブラックの層を追
加したものであってもよい。
上記熱転写シートにおける基材シートとしては、特に限定されず、例えば、ポリエステル
フィルム等の樹脂フィルムが挙げられる。
【００５４】
上記画像形成は、上記範囲内の温度下で行うものであれば、特に限定されず、公知の熱拡
散型転写方式（昇華型熱転写方式）にて行うことができる。
【００５５】
上記画像形成は、上述の本発明の熱転写受像シートを被転写体とするものなので、最高到
達濃度が高い画像を形成できることに加え、濃度ムラ等の欠陥がない印画物を得ることが
できる。
【発明の効果】
【００５６】
本発明の熱転写受像シートは、上記構成よりなるので、耐引っかき性及び搬送性に優れ、
かつ糊接着性が向上したものである。このため、本発明の熱転写受像シートは、デジタル
データからの画像形成等の高速印刷にも好適に使用することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００５７】
以下に実施例及び比較例を掲げて本発明を更に詳しく説明するが、本発明はこれら実施例
及び比較例のみに限定されるものではない。
なお、文中、部又は％とあるのは特に断りのない限り、質量基準である。
【００５８】
実施例１
基材シートとして、厚さ１５０μｍの合成紙 ユポＦＰＧ＃１５０（王子油化合成紙製）
を用い、その一方の面に下記組成の染料受容層用塗工液をワイヤーバーコーティング方式
で塗工量５．０ｇ／ｍ２（固形分）となるように塗工し、１１０℃の温度下で乾燥した。
更に、もう一方の面に下記組成の裏面層用塗工液（１）をワイヤーバーコーティング方式
で塗工量０．２ｇ／ｍ２（固形分）となるように塗工し、１００℃の温度下で乾燥して実
施例１の熱転写受像シートを得た。
【００５９】
（染料受容層用塗工液の組成）
塩化ビニル・酢酸ビニル共重合樹脂（ソルバインＣ、日信化学工業社製）　　　１００部
エポキシ変性シリコーンオイル（Ｘ－２２－３０００Ｔ　信越化学工業社製）　　　１部
主鎖両末端アルコール変性シリコーンオイル（Ｘ－２２－１６０ＡＳ　信越化学工業社製
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）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１部
主鎖片末端アルコール変性シリコーンオイル（Ｘ－２２－１７６ＤＸ　信越化学工業社製
）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１部
ＸＤＩヴュレット体（タケネートＡ－１４　三井化学ポリウレタン社製）　　　０．５部
溶剤（メチルエチルケトン／トルエン　質量比１：１）　　　　　　　　　　　　１７部
【００６０】
（裏面層用塗工液（１）の組成）
変性スチレンブタジエンゴム（変性ＳＢＲ）系ラテックス（ＮｉｐｏｌＰＤＴ７６７６、
日本ゼオン社製、ゴム硬度：Ｅ８４．５、Ｔｇ：１２℃、固形分４８％）　　２．０８部
ポリエチレンワックス（ケミパールＷ３０８　三井化学社製、硬度：１．０、軟化点：１
３２℃、固形分４０％）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．２５部
アニオン系ポリスチレン樹脂（ケミスタット６１２０、三洋化成工業社製、固形分３０．
４％、ポリスチレンスルホン酸のアルカリ塩を主成分とする）　　　　　　　１．３２部
溶剤（イソプロピルアルコール／水　質量比１：１）　　　　　　　　　　１１．１８部
【００６１】
なお、バインダー樹脂の硬度については、ＪＩＳ　Ｋ　６２５３（２００６年）「加硫ゴ
ム及び熱可塑性ゴム－硬さの求め方」に準拠したタイプＥデュロメータ硬さ試験にて求め
た。
すなわち、まず、上記変性スチレンブタジエンゴムのバインダー樹脂を直径４０ｍｍのア
ルミ製カップに移し、８０℃で２４時間乾燥させた。
次に、この方法により硬化させて得られたフィルム（直径４０ｍｍ、厚み１０ｍｍ以上）
について、スポンジ・ゴム・プラスチック用硬度計　ハードマチック　ＨＨ－３００　シ
リーズ　ＣＯＤＥ　Ｎｏ．８１１－３３０（デュロメータ　タイプＥ）（Ｍｉｔｓｕｔｏ
ｙｏ社製）を用いて押下１５秒後に測定し、ゴム硬度を測定した。
【００６２】
実施例２
上記裏面層用塗工液（１）の代わりに、下記組成からなる裏面層用塗工液（２）を使用し
て裏面層を形成した以外は、実施例１と同様にして熱転写受像シートを製造した。
（裏面層用塗工液（２）の組成）
変性スチレンブタジエンゴム（変性ＳＢＲ）系ラテックス（ＮｉｐｏｌＰＤＴ７６７８、
日本ゼオン社製、ゴム硬度：Ｅ９３．０、Ｔｇ：２５℃、固形分４６．３％）２．１６部
ポリエチレンワックス（ケミパールＷ３０８、三井化学社製、硬度：１．０、軟化点：１
３２℃、固形分４０％）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．２５部
アニオン系ポリスチレン樹脂（ケミスタット６１２０、三洋化成工業社製、固形分３０．
４％、ポリスチレンスルホン酸のアルカリ塩を主成分とする）　　　　　　　１．３２部
溶剤（イソプロピルアルコール／水　質量比１：１）　　　　　　　　　　１１．１８部
【００６３】
実施例３
上記裏面層用塗工液（１）の代わりに、下記組成からなる裏面層用塗工液（３）を使用し
て裏面層を形成した以外は、実施例１と同様にして熱転写受像シートを製造した。
（裏面層用塗工液（３）の組成）
変性スチレンブタジエンゴム（変性ＳＢＲ）系ラテックス（ＬＸ４０７Ｇ５１、日本ゼオ
ン社製、ゴム硬度：Ｅ７７．５、Ｔｇ：２８℃、固形分４８％）　　　　　　２．０７部
ポリエチレンワックス（ケミパールＷ３０８、三井化学社製、硬度：１．０、軟化点：１
３２℃、固形分４０％）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５０部
アニオン系ポリスチレン樹脂（ケミスタット６１２０、三洋化成工業社製、固形分３０．
４％、ポリスチレンスルホン酸のアルカリ塩を主成分とする）　　　　　　　１．３２部
溶剤（イソプロピルアルコール／水　質量比１：１）　　　　　　　　　　　９．４５部
【００６４】
実施例４
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上記裏面層用塗工液（１）の代わりに、下記組成からなる裏面層用塗工液（４）を使用し
て裏面層を形成した以外は、実施例１と同様にして熱転写受像シートを製造した。
（裏面層用塗工液（４）の組成）
変性スチレンブタジエンゴム（変性ＳＢＲ）系ラテックス（ＬＸ４１５Ａ、日本ゼオン社
製、ゴム硬度：Ｅ８８．０、Ｔｇ：２７℃、固形分４８％）　　　　　　　　２．３３部
ポリエチレンワックス（ケミパールＷ３０８、三井化学社製、硬度：１．０、軟化点：１
３２℃、固形分４０％）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５０部
アニオン系ポリスチレン樹脂（ケミスタット６１２０、三洋化成工業社製、固形分３０．
４％、ポリスチレンスルホン酸のアルカリ塩を主成分とする）　　　　　　　１．３２部
溶剤（イソプロピルアルコール／水　質量比１：１）　　　　　　　　　　　９．４５部
【００６５】
実施例５
上記裏面層用塗工液（１）の代わりに、下記組成からなる裏面層用塗工液（５）を使用し
て裏面層を形成した以外は、実施例１と同様にして熱転写受像シートを製造した。
（裏面層用塗工液（５）の組成）
変性スチレンブタジエンゴム（変性ＳＢＲ）系ラテックス（ＬＸ４３８Ｃ、日本ゼオン社
製、ゴム硬度：Ｅ７１．５、Ｔｇ：１℃、固形分４５％）　　　　　　　　　２．２２部
ポリエチレンワックス（ケミパールＷ３０８、三井化学社製、硬度：１．０、軟化点：１
３２℃、固形分４０％）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５０部
アニオン系ポリスチレン樹脂（ケミスタット６１２０、三洋化成工業社製、固形分３０．
４％、ポリスチレンスルホン酸のアルカリ塩を主成分とする）　　　　　　　１．３２部
溶剤（イソプロピルアルコール／水　質量比１：１）　　　　　　　　　　　９．４５部
【００６６】
実施例６
上記裏面層用塗工液（１）の代わりに、下記組成からなる裏面層用塗工液（６）を使用し
て裏面層を形成した以外は、実施例１と同様にして熱転写受像シートを製造した。
（裏面層用塗工液（６）の組成）
変性スチレンブタジエンゴム（変性ＳＢＲ）系ラテックス（ＬＸ４０７Ｆ８Ｂ、日本ゼオ
ン社製、ゴム硬度：Ｅ７７．０、Ｔｇ：４℃、固形分５０％）　　　　　　　２．００部
ポリエチレンワックス（ケミパールＷ３０８、三井化学社製、硬度：１．０、軟化点：１
３２℃、固形分４０％）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５０部
アニオン系ポリスチレン樹脂（ケミスタット６１２０、三洋化成工業社製、固形分３０．
４％、ポリスチレンスルホン酸のアルカリ塩を主成分とする）　　　　　　　１．３２部
溶剤（イソプロピルアルコール／水　質量比１：１）　　　　　　　　　　　９．４５部
【００６７】
実施例７
上記裏面層用塗工液（１）の代わりに、下記組成からなる裏面層用塗工液（７）を使用し
て裏面層を形成した以外は、実施例１と同様にして熱転写受像シートを製造した。
（裏面層用塗工液（７）の組成）
変性スチレンブタジエンゴム（変性ＳＢＲ）系ラテックス（ＬＸ４３０、日本ゼオン社製
、ゴム硬度：Ｅ６８．０、Ｔｇ：１２℃、固形分４９％）　　　　　　　　　２．０４部
ポリエチレンワックス（ケミパールＷ３０８、三井化学社製、硬度：１．０、軟化点：１
３２℃、固形分４０％）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５０部
アニオン系ポリスチレン樹脂（ケミスタット６１２０、三洋化成工業社製、固形分３０．
４％、ポリスチレンスルホン酸のアルカリ塩を主成分とする）　　　　　　　１．３２部
溶剤（イソプロピルアルコール／水　質量比１：１）　　　　　　　　　　　９．４５部
【００６８】
実施例８
上記裏面層用塗工液（１）の代わりに、下記組成からなる裏面層用塗工液（８）を使用し
て裏面層を形成した以外は、実施例１と同様にして熱転写受像シートを製造した。
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（裏面層用塗工液（８）の組成）
変性スチレンブタジエンゴム（変性ＳＢＲ）系ラテックス（ＪＳＲ０６０２、ＪＳＲ社製
、ゴム硬度：Ｅ７８．０、Ｔｇ：４０℃、固形分５２．５％）　　　　　　　１．９０部
ポリエチレンワックス（ケミパールＷ３０８、三井化学社製、硬度：１．０、軟化点：１
３２℃、固形分４０％）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５０部
アニオン系ポリスチレン樹脂（ケミスタット６１２０、三洋化成工業社製、固形分３０．
４％、ポリスチレンスルホン酸のアルカリ塩を主成分とする）　　　　　　　１．３２部
溶剤（イソプロピルアルコール／水　質量比１：１）　　　　　　　　　　　９．４５部
【００６９】
実施例９
上記裏面層用塗工液（１）の代わりに、下記組成からなる裏面層用塗工液（９）を使用し
て裏面層を形成した以外は、実施例１と同様にして熱転写受像シートを製造した。
（裏面層用塗工液（９）の組成）
変性スチレンブタジエンゴム（変性ＳＢＲ）系ラテックス（ＮｉｐｏｌＰＤＴ７６７６、
日本ゼオン社製、ゴム硬度：Ｅ８４．５、Ｔｇ：１２℃、固形分４８％）　　２．０８部
ポリエチレンワックス（ケミパールＷ３０８、三井化学社製、硬度：１．０、軟化点：１
３２℃、固形分４０％）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．２５部
溶剤（イソプロピルアルコール／水　質量比１：１）　　　　　　　　　　１１．１８部
【００７０】
比較例１
上記裏面層用塗工液（１）の代わりに、下記組成からなる裏面層用塗工液（１０）を使用
して裏面層を形成した以外は、実施例１と同様にして熱転写受像シートを製造した。
（裏面層用塗工液（１０）の組成）
スチレンブタジエンゴム（ＳＢＲ）系ラテックス（Ｌ１８７６、旭化成ラテックス社製、
ゴム硬度：Ｅ３２．０、Ｔｇ：－１．５℃、固形分４８.１％）　　　　　　２．０８部
ポリエチレンワックス（ケミパールＷ３０８、三井化学社製、硬度：１．０、軟化点：１
３２℃、固形分４０％）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５０部
アニオン系ポリスチレン樹脂（ケミスタット６１２０、三洋化成工業社製、固形分３０．
４％、ポリスチレンスルホン酸のアルカリ塩を主成分とする）　　　　　　　１．３２部
溶剤（イソプロピルアルコール／水　質量比１：１）　　　　　　　　　　　９．４３部
【００７１】
比較例２
上記裏面層用塗工液（１）の代わりに、下記組成からなる裏面層用塗工液（１１）を使用
して裏面層を形成した以外は、実施例１と同様にして熱転写受像シートを製造した。
（裏面層用塗工液（１１）の組成）
スチレンブタジエンゴム（ＳＢＲ）系ラテックス（ＳＸ１１０５Ａ、日本ゼオン社製、ゴ
ム硬度：Ｅ５４．０、Ｔｇ：０℃、固形分４５％）　　　　　　　　　　　　２．２２部
ポリエチレンワックス（ケミパールＷ３０８、三井化学社製、硬度：１．０、軟化点：１
３２℃、固形分４０％）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５０部
アニオン系ポリスチレン樹脂（ケミスタット６１２０、三洋化成工業社製、固形分３０．
４％、ポリスチレンスルホン酸のアルカリ塩を主成分とする）　　　　　　　１．３２部
溶剤（イソプロピルアルコール／水　質量比１：１）　　　　　　　　　　　９．４３部
【００７２】
比較例３
上記裏面層用塗工液（１）の代わりに、下記組成からなる裏面層用塗工液（１２）を使用
して裏面層を形成した以外は、実施例１と同様にして熱転写受像シートを製造した。
（裏面層用塗工液（１２）の組成）
スチレンブタジエンゴム（ＳＢＲ）系ラテックス（ＬＸ４１６、日本ゼオン社製、ゴム硬
度：膜にならないため測定不能、Ｔｇ：５０℃、固形分４８％）　　　　　　２．０８部
ポリエチレンワックス（ケミパールＷ３０８、三井化学社製、硬度：１．０、軟化点：１
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３２℃、固形分４０％）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．２５部
アニオン系ポリスチレン樹脂（ケミスタット６１２０、三洋化成工業社製、固形分３０．
４％、ポリスチレンスルホン酸のアルカリ塩を主成分とする）　　　　　　　３．２９部
溶剤（イソプロピルアルコール／水　質量比１：１）　　　　　　　　　　１４．０７部
【００７３】
比較例４
上記裏面層用塗工液（１）の代わりに、下記組成からなる裏面層用塗工液（１３）を使用
して裏面層を形成した以外は、実施例１と同様にして熱転写受像シートを製造した。
（裏面層用塗工液（１３）の組成）
アクリル酸エステル系樹脂（ジュリマーＡＴ－６１３、日本純薬社製、ゴム硬度：９７．
０、Ｔｇ：７６．２）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．５０部
ポリエチレンワックスディスパージョン（ケミパールＷ３１０、三井化学社製、平均粒径
１０μｍ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．２５部
アニオン系ポリスチレン樹脂（ケミスタット６１２０、三洋化成工業社製、固形分３０．
４％、ポリスチレンスルホン酸のアルカリ塩を主成分とする）　　　　　　　２．０６部
溶剤（イソプロピルアルコール／水　質量比１：１）　　　　　　　　　　２５．０３部
【００７４】
（評価）
実施例及び比較例で得られた熱転写受像シートについて、以下の評価を行った。各評価の
結果を表１に示す。
＜耐引っかき性＞
以下の条件で、裏面層と試験布の摩擦試験を行い、下記の評価基準にて耐引っかき性を評
価した。
摩擦試験機　ＦＲ－２５型（スガ試験機製）
試験布　綿（ＪＩＳ染色堅ろう試験用　ＪＩＳ　Ｌ　０８０３準拠）
荷重　５００ｇ
回数　２５回、５０回
（評価基準）
○：裏面のとられが確認されない。
△：裏面のとられがやや確認される。
×：裏面がとられ、基材シート表面が確認される。
【００７５】
＜筆記性＞
熱転写受像シートの裏面層に、下記に示す筆記具で記載した場合に文字がかすれるか、下
記の評価基準にて評価した。
筆記具；
マッキー（細）（商品名、ゼブラ社製）、ｕｎｉ－ｂａｌ　ｓｉｇｎｏ（０．５ｍｍ）（
商品名、三菱鉛筆社製）、ｕｎｉ－Ｌａｋｎｏｃｋ（０．７ｍｍ）（商品名、三菱鉛筆社
製）、ＳＡＲＡＳＡ（０．５ｍｍ）（商品名、ゼブラ社製）、Ｐｅｎｔｅｌ　Ｓｉｇｎ　
Ｐｅｎ（商品名、ぺんてる社製）、ＺＥＢＲＡ　ＳＥＥ　ＳＩＧＮ（商品名、ゼブラ社製
）
評価基準；
○：いずれの筆記具で記載した文字もかすれなかった。
×：文字のかすれが認められたものがあった。
【００７６】
＜糊接着性＞
熱転写受像シートの裏面層に、液状のり（アラビックヤマト、ヤマト社製）、スティック
のり（ＰＩＴ　トンボ鉛筆社製）及び澱粉のり（フエキ糊　不易糊工業社製）を塗り、コ
ピー用紙に貼り付け、２４時間以上乾燥した後、該コピー用紙から剥がして紙剥けの有無
を確認した。評価基準は、以下のとおりである。
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○：容易に剥がれず、紙剥けする。
△：容易に剥がれないが、紙剥けはない。
×：容易に剥がれる。　
【００７７】
＜表面電気抵抗＞
Ｈｉｒｅｓｔａ　ＩＰ　ＭＣＰ－ＨＴ２５０（三菱油化社製）を用いて、下記条件で熱転
写受像シートの裏面層の電気抵抗値（Ω／□）を測定した。評価基準は、以下のとおり。
ＰＲＯＢＥ　ＴＹＰＥ：ＨＲ
ＳＵＰＰＬＹ　ＶＯＬＴＡＧＥ：５００Ｖ
ＴＩＭＥＲ：１０ｓｅｃ
ＭＥＡＳＵＲＥ：ＡＵＴＯ　ＲＮＧ
○：１×１０１１Ω／□以下
×：１×１０１１Ω／□を超える
【００７８】
＜裏面離型性＞
熱転写受像シートを４０℃、９０％環境下に２週間保存後、同環境下でＣａｎｏｎ　ＳＥ
ＬＰＨＹ　ＣＰ７１０にて黒ベタ印画を行い、排出されるかを確認した。評価基準は、以
下のとおり。
○：排出され、印画面に不良部がない。
×：排出されない。
【００７９】
＜摩擦係数＞
熱転写受像シートの裏面層と染料受容層とを重ね合わせ、Ａ６サイズに２０ｋｇ荷重をか
けて６０℃１００時間保存した後、ＨＥＩＤＯＮ　ＳＵＲＦＡＣＥ　ＰＲＯＰＥＲＴＹ　
ＴＥＳＴＥＲ　ＴＹＰＥ：１４ＤＲにて、引張速度５００ｍｍ／分、荷重１．５ｋｇの条
件で摩擦係数を測定した。
【００８０】
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【表１】

【００８１】
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表１より、実施例の熱転写受像シートは、耐引っかき性及び搬送性に優れるものであり、
糊接着性も向上したものであった。また筆記性も実用上問題のないレベルのものであった
。一方、比較例の熱転写受像シートは、耐引っかき性が不充分であった。
【産業上の利用可能性】
【００８２】
本発明の熱転写受像シートは、耐引っかき性及び搬送性に優れ、糊接着性が向上したもの
であり、デジタルデータからの画像形成等の高速印刷にも好適に使用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００８３】
【図１】本発明の熱転写受像シートの模式的断面構成図である。
【符号の説明】
【００８４】
１　基材シート
２　染料受容層
３　中間層
４　裏面層

【図１】
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